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No. 25 
日本機械学会東北支部ニュース 

 支部長就任にあたって    
第 58 期 支部長 井上 健司（山形大学）

 

この度、日本機械学会東北支部第 58 期支部長

を、小林秀昭第 57 期支部長の後任として拝命い

たしました。私は東京大学大学院を修了後、長

きにわたり大学教員として研究教育活動に携わ

ってきました。私の専門分野はロボット工学で、

機構の設計や制御を中心に研究に取り組んでお

ります。2007 年に現職となってからは、日本機

械学会や計測自動制御学会の東北支部の一員と

して活動してまいりました。何卒よろしくお願

いいたします。 

さて、皆様ご存じの通り、新型コロナウイル

スが世界的に猛威を振るうようになってから、

2 年以上の月日が経過しました。その間、寄せ

ては返す波のごとく一進一退を繰り返しながら、

いまだに収束の兆しは見えていません。この原

稿を書いている時点でも、第 7 波による感染再

拡大が危惧される状況となっています。この新

型コロナウイルスの流行は、人々の社会活動や

生活様式に大きな変化をもたらしました。大学

における研究教育活動もまた然りです。本学の

場合、流行が始まった 2020年度前期は、すべて

の授業が遠隔になり、しかもテキストや資料を

提示して学生が勉強し、教員が質問に答えると

いう形式を余儀なくされました。その後、

Zoom 等の Web 会議システムの導入によりリア

ルタイムの双方向コミュニケーションが可能と

なり、大きく改善されました。オンライン授業

の利点は、教員や学生の移動の手間が無いこと、

画面共有機能によりすべての学生が等し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く資料等を見ることができること、チャット機

能により学生が気軽に教員に質問できること等

が挙げられます。一方、学生の反応を見て教員

が説明を補足する等の対応が難しく、対面より

も学生が理解しづらいという問題点がありまし

た。その結果、学生からも対面式を希望する声

が大きいことから、現時点では対面式で授業を

行っています。対面式の授業が可能になったの

は、マスク着用、こまめな消毒、ソーシャルデ

ィスダンス、三密回避といった新型コロナウイ

ルス対策が人々の間に浸透し、授業における感

染リスクが抑えられるようになったことも、大

きな要因でしょう。 

以上、大学における新型コロナウイルス対策

について、本学の場合を例に述べてきましたが、

学会活動も同じような状況ではないでしょうか。

多くの学会は、学術講演会を最も重要な行事と

位置付けていると思います。新型コロナウイル

ス発生直後は、学術講演会の中止もよく見られ
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ましたが、Web 会議システム等の導入により、

国内外を問わず多くの学会がオンラインで学術

講演会を再開しています。学術講演会は、演者

が研究内容について発表し、その後聴講者との

質疑応答を行う形式で実施されるため、Web 会

議システムに乗りやすかったと考えられます。

また、開催場所までの移動にかかる時間や費用

が大幅に軽減されることは、明らかです。一方

で、研究者が集まって交流を深めることで新し

い研究の種や共同研究が生まれることが、学術

講演会の利点の一つであるという見方もありま

す。 

ここで、日本機械学会東北支部の状況に目を

向けてみます。3 月に開催される総会・講演会

の講演件数は、2016 年 99 件、2017 年 109 件、

2018年 89件、2019年 82件、2020年 84件（開

催中止／論文集のみ発行）、2021年 53件、2022

年 35 件と推移しています。また、9 月に開催さ

れる秋季講演会の講演件数は、2016 年 96 件、

2017 年 71 件、2018 年 35 件、2019 年開催無し、

2020 年 18 件、2021 年 46 件となっています。

なお、2020 年以降は Zoom によるオンライン開

催でした。総会・講演会の講演件数は新型コロ

ナウイルス発生後に大きく減少しており、新型

コロナウイルスの影響のように見えますが、秋

季講演会の講演件数は新型コロナウイルス発生

前から減少傾向にあります。卒業研究発表会の

件数が 2021 年 68 件、2022 年 91 件と増えてい

たことを考え合わせると、新型コロナウイルス

以外の要因も考えられます。従いまして、新型

コロナウイルス収束後に講演件数が戻るかは、

不透明と言わざるを得ません。さらには、東北

支部の宿命でもある広いエリアをカバーすると

いう昔からの問題点も、解決すべき課題でしょ

う。2022 年 3 月に開催された総会では、講演件

数の減少を危惧するご意見がありました。オン

ライン開催により全国どこからでも学術講演会

に参加できる状況で、支部開催の学術講演会が

どうあるべきか。第 58 期では、今後の講演会の

あり方について検討を始めたいと考えておりま

す。本件を含めまして、会員並びに関係者の皆

様からご要望、ご意見等ございましたら、事務

局へお寄せいただければ幸いです。 
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2021 年度 東北支部報告 

 

2021 年度日本機械学会東北支部事業報告（2021 年 4 月～） 

開催日 会議・行事 会議事項（行事の場合はテーマ・講演数） 

'21.6.5 支部ニュース発行 No.24 Web公開 第 57期支部長挨拶、2020 年度贈賞報告 

'21.7.1 
【共催】特別講演会 東北支部 2021 年度オンラインセミ

ナー（共催：材料学会東北支部）Web 開催 

第 1 回「表面改質・機能性界面研究の最前線」「金属製３D プリント材の機

械的表面改質による疲労特性向上」「機能性界面のその場信頼性評価：全

固体電池から歯科治療まで」計 2 件 

'21.7.17

～

'21.7.18 

【後援】学都「仙台・宮城」サイエンスデイ 2021（第 15 回）

（主催：特定非営利活動法人 natural science ）オンライン

開催 

サイエンスデイ出展プログラム数：合計 66 プログラム（講演プログラム型：26

件、体験ブース型：40 件）サイエンスデイ AWARD への参加（東北支部長

賞 1 件贈賞）  

'21.9.14 
【協賛】2021 年度技術講習会（主催：(社)火力原子力発

電技術協会東北支部）Web 開催 
「定期事業者検査の概要とポイント」（講習 1 件） 

'21.9.16

～

'21.9.17 

【共催】特別講演会 OpenFOAM WORKSHOP 講習会

（共催：一関工業高等専門学校）Web 開催 

「オープンソース CFDソフトウェアの利用方法に関する講習会」（9/16初級

編、9/17 中級編） 

'21.9.17

（エントリ

ー締切） 

【後援】第 1回 高校生 3Dデザイン&3Dプリントコンテスト

（主催：秋田県立大学システム科学技術学部機械工学

科） 

【課題】コンパクトに出来て持ち運びやすいスマホスタンド 【対象】秋田県

内の高校に在籍する生徒  

'21.10.2 
【共催】第 57 期秋季講演会（共催：日本大学工学部）

Web開催 

学術講演 46 件（内、若手優秀講演フェロー賞対象講演 21 件）特別講演 1

件「秋田県における電動化システムの研究開発による産学官連携」 

'21.11.10 特別講演会（会場：八戸工業大学 M205教室） 「機械工学分野における SDGs への取り組み」1 件 

'21.12.1 
【協賛】2021 年度研究発表会（主催：(社)火力原子力発

電技術協会東北支部）Web 開催 

2021 年度研究発表会 4 件、特別講演 1 件「（仮題）2020 年冬季の電力需

給逼迫について」 

'21.12.4 
【共催】特別講演会（共催：鶴岡工業高等専門学校）Web

開催 
「高専 OB が行う農業の今と未来を支える事業」1 件 

'21.12.13 

【共催】特別講演会「第十回電力エネルギー未来技術シ

ンポジウム」（会場：東北大学工学部中央棟大会議室／

オンライン）ハイブリッド開催 

「脱炭素化に向けた水素とアンモニア利用」（共催：東北大学大学院工学

研究科 附属先端材料強度科学研究センター電力エネルギー未来技術(東

北電力)共同研究部門） 

'21.12.17 
「メカライフの世界」展（ロボット競技大会）（会場：一関工

業高等専門学校未来創造工学科） 

コンテストの実施（18 チームによるトーナメント）、授業でのロボット開発とオ

ープンキャンパス等でのロボットの展示 

'22.1.24 
【共催】特別講演会（共催：山形大学工学部）（会場：山形

大学工学部／オンライン）ハイブリッド開催 
「はやぶさ２ 成果への道のり－探査機運用現場からの報告－」1 件 

'22.1.25 
【共催】特別講演会「環境・エネルギークラスターセミナ

ー」（共催：東北大学流体科学研究所）Web開催 

「カーボンニュートラルに向けた国内外の取り組みと産総研 FREA での活

動」1 件 

'22.2.24 
【協賛】2021 年度技術講習会（主催：(社)火力原子力発

電技術協会東北支部）Web 開催 

「第 6次エネルギー基本計画の概要について」「火力発電の脱炭素化に向

けたカーボンリサイクル活用の検討」「JR 東日本グループ『ゼロカーボンチ

ャレンジ２０５０』の取り組み」計 3 件 

'22.3.8 
東北学生会 定期総会・第 52 回卒業研究発表講演会

（委員長校：岩手大学工学部）Web開催 
学術講演 91 件 

'22.3.11 
【共催】第 57 期支部総会・講演会（共催：東北大学大学

院工学研究科）Web 開催 

学術講演 35 件特別講演 1 件「人と環境に優しい持続可能な航空利用社

会に向けて-JAXA航空の研究開発ビジョン-」 
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＜2021 年度東北支部賞報告＞ 

2021年度東北支部賞につきましては、各審査委員会による公正な審査により下記の研究が表彰されまし

た。いずれも候補研究の中から選考された優れた研究内容で高い評価を受けております。今後とも多数

の応募をお待ちしております。 

 

2021 年度 日本機械学会東北支部技術研究賞 

「間伐材とピエゾフィルムセンサを用いた雪崩発生計測柵の開発」 

正員 下井 信浩 殿 （秋田県立大学）   

  佐野 康 殿 （応用地質株式会社） 

  西條 雅博 殿 （応用地質株式会社） 

石塚 理 殿 （応用地質株式会社） 

 

2021 年度 日本機械学会東北支部独創研究学生賞「高専・学部の部」 

「精密表面温度計測サーミスタプローブを用いた有効熱伝導率測定の数値的検討」 

黒沢 航二朗 君（八戸工業高等専門学校） 

 

「果実負荷が作用する樹枝の有限要素解析に基づいた枝吊りの負荷軽減効果検証」 

岩谷 隆寿 君（弘前大学） 

 

「皮膚表面に作用する接触応力計測システムのウェアラブル化」 

木村 緋 君（弘前大学） 

 

「可視光反射スペクトルを用いた Ni 基超合金の微細析出物の大気中検出」 

松田 颯斗 君（東北大学） 

 

   

 

 

 

黒沢 航二朗 岩谷  隆寿 木村  緋       松田 颯斗 

imap://imap.gmail.com:993/fetch%3EUID%3E/INBOX%3E4016?part=1.2.2&filename=%E9%A1%94%E5%86%99%E7%9C%9F.pdf&type=application/pdf#page=1
imap://imap.gmail.com:993/fetch%3EUID%3E/INBOX%3E4016?part=1.2.2&filename=%E9%A1%94%E5%86%99%E7%9C%9F.pdf&type=application/pdf#page=1
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2021 年度 日本機械学会東北支部独創研究学生賞「大学院修士の部」 

「カーボンナノチューブバンドルを用いた三次元半導体実装用型脱着可能バンプ接続方法の提案」  

小林 正資 君（東北大学） 

 

「高温クリープ環境における SUS316L 鋼の粒界割れ予測手法の提案」 

高橋 祐佳子 君（東北大学） 

 

「遷音速で自由飛行する物体表面の革新的圧力分布計測技術の研究」 

四方 一真 君（東北大学） 

 

   

小林 正資 高橋 祐佳子 四方 一真 

 

 

＜受賞者の声＞ 

 

日本機械学会東北支部技術研究賞 

(秋田県立大学、応用地質株式会社の「間伐材とピエ

ゾフィルムセンサを用いた雪崩発生計測柵の開発」

に対して) 

研究代表者  下井 信浩  殿（秋田県立大学） 

この度は、栄誉ある 2021 年度日本機械学会東北

支部技術研究賞を頂き、大変光栄に存じ上げます。

受賞者一同に代わり心より御礼申し上げます。 

本研究では、雪崩や落石などの対策工事がされ

ていない無防備の傾斜面における小規模な雪崩・

土砂災害を早期に予知することを目的として、「予

防工」と「計測」を兼ね備えた計測柵を用いた自

律型計測システムを応用地質株式会社と共同で開

発しました．  

本計測システムは，間伐材を有効利用して計測

柵を作製していることから安価であり、数基の計

測柵とピエゾフィルムを用いた自律型センサによ

って雪崩・落石などの発生状況を観測し、非常時

には自律的に関係各所へ通報します。その際には、

遠隔から無線通信等を用いて周辺の住民や通行中

の車両に注意を促すことも可能です。間伐材で作

製している本システムの計測柵は腐食の心配が少

ないため、火山性ガスの発生する山岳地域におい

ても計測装置をガスや雨水等から保護するだけで

利用可能であり，非常に利便的なシステムを完成

することができました。 
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約 18 か月の実装試験における性能確認の際にも

多大のご支援を頂き、皆様に心からお礼申し上げ

ます。本受賞を励みとして、今後も東北地域の機

械工学の発展に寄与できますよう、斬新的な技術

開発を進めて参りたいと存じます。今後ともご支

援を宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

独創研究学生賞(高専・学部の部) 

「精密表面温度計測サーミスタプローブを用い

た有効熱伝導率測定の数値的検討」 

黒沢 航二朗   君（八戸工業高等専門学校） 

この度は 2021 年度独創研究学生賞を受賞させて

いただき、誠にありがとうございます。思いがけ

ない受賞に非常に驚いたのと同時により一層、研

究活動に取り組まなければと身の引き締まる思い

です。 

 現在、皮膚癌の診断はダーモスコープと呼ばれ

る特殊な拡大鏡を使用し、腫瘍の色調解析に基づ

いて行われています。本手法では、非侵襲に診断

を行うことが可能ですが、診断精度は医師の熟練

度に依存してしまいます。そこで現在、私たちは、

非侵襲かつ定量的な診断手法の開発を行っていま

す。また、先行研究より、健常な皮膚と腫瘍では、

有効熱伝導率が僅かに異なることが分かっており、

本研究ではその違いを利用した、新たな診断装置

の開発・検討を行いました。その結果、開発した

精密表面温度計測サーミスタプローブでは、有効

熱伝導率を約 10％以内の誤差で測定できることが

分かりました。今後は、皮膚を模擬したモデルで

の有効熱伝導率測定を行い、皮膚癌診断が可能で

あるかの検討を進めていこうと思います。 

 最後に、日頃ご指導いただいた指導教員の井関

祐也准教授をはじめとする共著者の方々、並びに

研究活動を支えてくださった多くの皆様に心より

御礼申し上げます。 

  

独創研究学生賞(高専・学部の部) 

「果実負荷が作用する樹枝の有限要素解析に基

づいた枝吊りの負荷軽減効果検証」 

岩谷  隆寿  君（弘前大学） 

この度は、日本機械学会東北支部独創研究学生

賞という名誉ある賞を賜りましたこと、大変光栄

に存じます。また、コロナ禍においてオンライン

形式で講演会を開催していただけたこと心より感

謝申し上げます。 

私の卒業研究では青森において盛んなりんご栽

培に関する支援技術について着目しました。果樹

栽培において枝吊りや支柱入れは、樹枝の折損を

防ぐために必要な手法です。しかしながら、樹枝

の負担を最も軽減できる最適な吊り位置の探索は

行われていません。力学的に最適な吊り位置を特

定できれば、新規就農者が農作業を始める際の支

援技術にもなります。本研究では枝吊りの力学解

析実現に向けて、弾性率が分布した枝モデルを作

成し、先細り形状を再現することで、単純な中実

丸棒のモデルよりも高精度な解析結果を得ること

ができました。今回設定した枝形状においては、

枝中心より少し先端側を吊ると効果的に負担が軽

減されることがわかりました。今回得られた知見

は、これまで農家の方々の経験に基づいて行われ

てきた枝吊りにおいて、重要な指標となり得ると

考えております。 

最後に、本研究の遂行にあたり、指導教員であ

る藤崎和弘准教授をはじめ、始終ご指導いただき

ました多くの皆様に深謝の意を表します。 

 

独創研究学生賞(高専・学部の部) 

「皮膚表面に作用する接触応力計測システムの

ウェアラブル化」 

木村  緋   君（弘前大学） 

この度は、2021 年度日本機械学会東北支部独創

研究学生賞という名誉ある賞を賜りましたことを
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大変光栄に存じますとともに、関係者の皆様に心

よりお礼申し上げます。 

 現在、歩行解析では床反力計などが用いられて

いますが、床反力計は足底応力の分布を計測する

ことが出来ず、また雪道などの環境下で利用する

ことは不可能です。本研究室では、皮膚に作用す

る三軸応力を自然な状態で計測できる、薄く柔軟

性のあるフィルム状の三軸応力センサの開発が進

められていました。私の卒業研究では、このセン

サによる接触応力計測をより広範囲で行えるよう

にするため、電源配線などの外部接続が不要なウ

ェアラブル計測システムを作成しました。適用実

験として室内や雪道での歩行計測を行うことによ

り、各歩行環境で異なる足裏接触応力の変化を検

出することに成功し、システムの基礎を確立でき

ました。今後は本システムの改善として、サンプ

リング周波数向上や無線通信化などに取り組んで

いこうと思っております。 

 最後に、本研究を進めるにあたり、御指導、御

鞭撻を賜りました指導教員の笹川和彦教授をはじ

め、御支援、御協力いただいた多くの皆様に心よ

り感謝申し上げます。 

 

独創研究学生賞(高専・学部の部) 

「可視光反射スペクトルを用いた Ni 基超合金の

微細析出物の大気中検出」 

松田  颯斗   君（東北大学） 

この度は、2021 年度日本機械学会東北支部独創

研究学生賞という名誉ある賞を賜りましたことを

大変うれしく思います。また、関係者の皆様には

心より御礼申し上げます。 

現在、世界では地球温暖化対策として温室効果

ガスの削減が求められています。そのため航空機

産業において熱効率の向上が必須の課題です。ま

た航空機の構造材料である Ni 基超合金は高温高負

荷環境において高引張強度、高破壊靭性、耐酸化

性などに優れています。しかし、温度上昇に伴い、

Ni 基超合金は損傷が加速し破壊寿命が低下するこ

とが知られています。 

本研究では、スペクトルカメラを用いて Ni 基超

合金の反射スペクトルを測定することで、破壊兆

候である微細組織変化をマイクロオーダーで大気

中で検出しました。また、EDX を用いてスペクト

ル分析の結果の妥当性を確認しました。今後は、

本研究で実証した技術を実機への応用や、ナノオ

ーダーの微細組織変化の検出を目的に研究を継続

していく予定です。 

最後に、ご指導ご鞭撻を賜りました三浦英夫教

授、並びに研究生活を支えてくださった研究室の

皆様に心より御礼申し上げます。 

 

独創研究学生賞(大学院修士の部) 

「カーボンナノチューブバンドルを用いた三次元

半導体実装用型脱着可能バンプ接続方法の提案」  

小林 正資  君（東北大学） 

この度は、日本機械学会東北支部独創研究学生

賞という栄誉ある賞を賜りましたことを大変光栄

に存じ、心より御礼申し上げます。 

近年の IoT・5G 社会において、必要不可欠な社

会インフラとなっている半導体デバイスは、さら

なる高機能の実現のため、三次元積層による高集

積化が進められております。最新の医療用イメー

ジセンサなどに用いられている、積層チップ間を

数百万個の微細バンプで接続する三次元実装デバ

イスでは、バンプ高さのばらつきや，チップの反

り変形に起因する接続信頼性の低下、金属バンプ

の溶融による接合に伴う歩留り悪化などの課題が

存在します。そこで、信頼性の高い同時接続及び

高い歩留り率を実現するために，変形追従性の高

いバンプ同士による押し込み・及び接触による電

気接続法が必要とされています。 

本研究では、カーボンナノチューブを用いた微

細バンプを作製し、バンプの相互接続性を実験的

に評価・検討しました。カーボンナノチューブ間

に適切な圧力制御を行うことで、接触抵抗が従来

報告されている値と比較して大幅に低下すること

を明らかにしました。さらに、繰り返しの相互圧

接においても可逆的かつ安定した電気的接続が実
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現可能であることを明らかにし、カーボンナノチ

ューブを用いた三次元実装用微細バンプとしての

適用可能性を実証しました。 

最後に、本研究は東北大学先端材料強度科学研

究センター三浦英生教授、鈴木研准教授をはじめ

多くの方々にご指導、ご協力を賜り実施すること

ができました。深く感謝を申し上げます。 

 

独創研究学生賞(大学院修士の部) 

「高温クリープ環境における SUS316L 鋼の粒

界割れ予測手法の提案」 

高橋 祐佳子  君（東北大学） 

この度は、独創研究学生賞という名誉ある賞を

賜りましたことを大変光栄に感じますとともに、

関係者の皆様に心より御礼申し上げます。 

現在開発中の次世代原子炉では運転温度が

550℃まで上昇するため構造材料はクリープ環境に

さらされることになります。原子炉配管の候補材

であるオーステナイト系ステンレス鋼はクリープ

環境では、粒界ごとに異なる速度で劣化が進行し

て粒界割れが発生することが明らかになっていま

すが、劣化速度の多様性を説明する手法はいまだ

提案されていません。そこで本研究では SUS316L

に対するクリープ試験実施および微細組織変化分

析により、粒界における損傷の加速は、外部負荷

と隣接結晶粒間の格子不整合で生じる局所ひずみ

場の重畳作用で生じることを明らかにしました。

また損傷過程を定量的に表現する方法として、粒

界に作用する力学的負荷を、外力により生じる公

称ひずみと格子不整合により局所的に生じる内部

ひずみの和として定義し、その和が臨界値を超え

ると活性化エネルギーが低下するという予測式を

提案しました。 

 最後に、本研究を進めるにあたりご指導いただ

きました三浦英生教授、鈴木研准教授をはじめ、

ご支援、ご協力いただいた多くの皆様に深く感謝

申し上げます。 

 

独創研究学生賞(大学院修士の部) 

「遷音速で自由飛行する物体表面の革新的圧力

分布計測技術の研究」 

四方 一真  君（東北大学） 

この度は、独創研究学生賞という栄誉ある賞を

賜りましたことを光栄に存じますとともに、関係

者の皆様に心より御礼申し上げます。修士課程の

最後に有終の美を飾ることができ、大変嬉しい限

りです。 

太陽系の成り立ちを解き明かす JAXA の小惑星

探査機「はやぶさ」において、小惑星のサンプル

を安全に地球に持ち帰ることは不可欠です。中で

も難しいフェーズとして地球大気圏への再突入が

挙げられますが、その際に使用されるサンプルリ

ターンカプセルは音速付近でピッチ方向に不安定

な振動を起こすことが確認されています。この原

因を解明するため、カプセル表面の圧力分布を風

洞試験で可視化した例はありますが、実際に自由

飛行するカプセルの表面圧力分布を可視化した例

はありません。本研究はそこに着目し、これまで

にない計測システムの開発を行いました。そして、

遷音速で自由飛行するはやぶさカプセルの表面圧

力分布を初めて捉えることができました。 

最後に、本研究の成果はたくさんの方々から的

確な助言や指摘を頂いた賜物だと考えております。

指導教員である永井大樹教授をはじめ、多くの

方々に感謝申し上げます。人との出会いを大切に

して、日々精進していきたいと思います。 
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＜今後の行事予定＞ 

○東北支部第 58 期秋季講演会：2022 年 10 月 8 日（土）（WEB 講演会） 

○第 53 回東北学生会卒業研究発表会：2023 年 3 月（予定） 

○東北支部第 58 期総会・講演会：2023 年 3 月（予定） 

※行事の詳細につきましては計画が整い次第、支部のホームページに掲載いたしております。 

※卒業研究発表会、総会・講演会の発表を募集しております。詳しくは支部のホームページをご覧下さい。 

 
 

日本機械学会東北支部 

〒980-8579 仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-01 

東北大学大学院工学研究科 機械・知能系内 

TEL＆FAX：022-723-2560 

メールアドレス E-mail：jsme.tohoku@gmail.com  
ホームページ  http://www.jsme.or.jp/th/  

☆ 会員の皆様のご意見、ご要望をお待ちしております。 

☆ また、掲載ご希望の記事がおありでしたらお気軽に上記までお問い合わせください。 
 


